
千葉県銚子市 岡田 哲史

【年 齢】
48歳

【出身地】
埼玉県さいたま市

【転出元】
東京都足立区

【前 職】
外資系医療機器

【活動時期】
R4.12～R7.11

都内に住んでいた時から、漠然ともっと自然に近い生活に
興味がありました。経験や知識を活かしつつ、公共的なお
仕事に係れることも魅力に感じていました。面接・下見を
通じて結果的に銚子とご縁ができました。

任期中は、多文化共生の3つの柱を念頭に活動します。実
情はまたとにかく目の前の相談に対応したり、予想外の出
会いがあったり、イベントに奔走したり、予定は予定と割
り切ることも大切です。

地域に係る仕事には興味があります（廃校活用、地域商社、
樹木葬、自然再生、コミュニティ交通…）。同時に任期後
に向けて、現実的な仕事（地元・リモート）に向けて、調
査・準備を進めます。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●コミュニケーション（言語）支援
・日本語を母語としない市民のためのサポート
（例 学校・公的機関での手続等）
・サポートの知名度の浸透
（例 コミュニティへの事例アピール）
・日本語及び日本社会に関する学習支援
（例 机の上の勉強以外の文化交流の機会創出）

活動内容が
分かる写真など

●生活支援
・言葉以外の支援、言葉がわかっていても難しい行
政手続きや習慣の理解
（例 実習生向けに日本の季節感のある習慣教室）
・市内や学校での多文化共生
（例 ALTの通訳、ピアサポート事業と協働）

活動内容が
分かる写真など

●多文化共生の地域づくり
・存在感・認知度を高めるための活動
（例 国際交流イベント、料理教室の開催、SNS・
講演による発信、地元団体との協業）
・国外との交流
（例 インバウンド関連、姉妹都市交流等）
・他地域の隊員・取り組みから学んで試してみる

隊員本人の顔が
分かる写真

地域コミュニティ活動

銚子市企画課企画室
電 話：0479-24-8904 
メール：info@city.choshi.lg.jp


